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きたある事件をモチーフにしている。
1970年4月8日、ナイルデルタ地域のBaḥr el-
Baqarという村の小学校が、その学校をエジプト
の秘密軍事施設であるとみなしたイスラエル空軍
によって爆撃を受け、全校生徒130名のうち46人
が死亡するという事件が起こった。亡くなった
子供たちへの鎮魂歌として作られた『バヘッビッ
ク　ヤ　ビラーディー』は、アラブ歌謡黄金期の
歌手たちに数々の名曲を提供した二十世紀を代表
する作曲家、バリーグ・ハムディによって作曲さ
れた。いかにもエジプトの小学生たちが発表会な
どで歌っていそうな、アラブの唱歌風の曲調で、
可愛らしいこどもたちのコーラスによって歌われ
るこの曲の、以下はフワード・ハッダードによる
その歌詞である。
ナイルの東北　シャルキーヤ
あたしの通う　学校は
バフル・ル・バカル小学校
毎日使う　お習字帳に
今日の日付を　書きました
あたしの名前も　書きました
その文字はいま　消えかけてます
あふれるあたしの　血に濡れて
かすかな声が　呼び続けます
ヤ　ビラーディー　ヤ　ビラーディー
（ああ　我が国よ　我が国よ）
アナー　バヘッビック　ヤ　ビラーディー
（愛しています　いとしい祖国よ）
 （詩：フワード・ハッダード　曲：バリーグ・ハ
ムディ　訳：木村伸子）
2011年の『バヘッビック　ヤ　ビラーディー』
では、この歌のサビのフレーズ（カタカナの部
分）とメロディーがそのままに引用されている。
アズィーズ・シャーフィイーはこの三十数年前の
曲をオマージュするにあたって、タハリール広場
で失われた若者たちの命を、中東戦争においてエ
ジプト人が払った幾多の犠牲の記憶に重ねていた
のだろう。この曲が革命後のエジプトにおいて圧
倒的人気を得たのはおそらく偶然ではない。いか
にもポップスらしい、キャッチーなイントロから
は一聴して想像がつかないが、その基底には、数
十年を経ても癒すことのできないアラブの悲劇の
記憶と、その激動の時代に絶頂を極めたエジプト
伝統音楽の残像が流れていたのかもしれない。オ
リジナルの歌にある「子供たち」のイメージは、
中町氏が述べるところの「為政者側のプロパガン
ダとしての愛国歌」に多用される愛国イメージと
重なる。それもまた、この歌が「アラブの春」以
降最大のヒット曲となった理由の一つなのだろう
か、と思いをはせる。
